
写真を
入れて
ください

ケアする人のケア

喪失のプロセスに寄り添うケアについて考えましょう！

事前申込み

先着30名様

2月13日（水） 午後2時～4時30分

大阪市社会福祉研修・情報センター

4階 会議室

（大阪市西成区出城2-5-20）

●

●

●

●
講師：京都府立大学
実習助教 森口弘美

主催：大阪市社会福祉研修・情報センター

お申込みは
こちらへ FAX 06-4392-8272 URL http://www.wel-osaka.jp/

（運営主体：大阪市社会福祉協議会）

［日時］

［会場］

「ケアする人のケア」の活動

老いや死をめぐる状況について

悲嘆のプロセス・苦悩の構造

ケアの文化をつくるために

【プロフィール】 森口 弘美 （京都府立大学公共政策学部福祉社会学科 実習助教）
大学卒業後、社会福祉法人わたぼうしの会に入職。財団法人たんぽぽの家の「ケアする人のケアプロジェクト」の
立ち上げに従事し、調査研究や研修会をとおして「ケアする人のケア」の啓発に取り組む。

【平成３０年度 介護職員研修 介護職援助の基本編】



＊「キャリアデザインノート」(1冊600円で販売中)の「受講料500円割引クーポン」をご利用の方は、申込時にご記入ください。

喪失に伴う悲嘆を経験する要介護者やその家族のケア、
そして、こうした現場に寄り添う介護職自身のケアについて
考えることで、質の高いケアの実現を目指します。

近年、介護施設での看取りが増えてきています。配偶者等との死別によって独居となったり、施設入所
されたりする利用者もおられるのではないでしょうか。
また、喪失による悲嘆は死別だけではありません。健康だった人が病気を患うことや、年を重ねること
でもたらされる心身の変化もまた喪失のプロセスとともにあります。
この研修では、介護職員に求められるグリーフケアの基本的な知識を学び、利用者の思いに寄り添う
ことの重要性を一緒に考えてみましょう。

◇対象者 ： 大阪市内の福祉事業所で高齢者等の介護に従事する職員
◇定 員 ： ３０人 （先着順）
◇受講料 ： １，５００円
◇申込方法： FAXまたはホームページから申込み。
◇申込締切： 平成３１年１月１９日（土） 午後５時（必着）
◇受講決定： １月下旬に、各事業所あて発送します

※通知が届かない場合は、1月３１日までにお問い合わせください

◇主催・申込・問合せ先
大阪市社会福祉研修・情報センター

〒557-0024 大阪市西成区出城2-5-20
℡（06）4392-8201 FAX（06）4392-8272

FAX 06-4392-8272 ＜介護職員研修 介護職援助の基本編② 申込書＞

 

事業所名 
 

 

種別 
右の番号   ① 高齢者福祉関係  ②障がい者福祉関係  ③生活保護施設   

④その他(                                ) 

事業所 

連絡先 

〒       住所 

電話                FAX 

 

参加 

希望者 

 

ふりがな 

 

介護実務 

経験年数 

 

年 
年齢 

 

歳 

 

 
職種 

 

所持資格 

介護福祉士 ・ 初任者研修修了 ・ 実務者研修修了 ・ ヘルパー１級研修修了・ 

ヘルパー２級研修修了 ・ 介護職員基礎研修修了 ・ 看護師 ・ その他

（             ） 

雇用形態  常勤 ・ 非常勤 ・ パート ・ その他（              ） 

備考欄 
車いす使用の方、手話通訳、拡大文字資料などが必要な方は、その旨ご記入ください。 □ 割引クーポン利用希望 

NO. 

『ケアする人のケア―喪失をめぐる気持ちを考える』


